
令和６年度 学力向上を図るための全体計画

○学校地域の実態と地域の期待や願い
教育目標 地域には、旧川越街道の宿場「下練馬宿」の名残をと

○学習指導要領のねらい どめる商店街と住宅街がある。また、自衛隊官舎がある。
○学習に励む 近年、地域や商店街の活性化と地域の特色づくりが一層

強く進められている。このような地域にある学校として、
○自分や他人を大切にする 本校の教育活動に対しても保護者や地域の方々の関心は

○東京都教育委員会教育目標 高く、協力的である。
○心身を鍛える ○保護者の期待や願い

確かな学力の定着とともに地域に根ざした教育実践を
○責任をもって仕事をする 行ってほしいとの保護者の期待や願いが強い。

○練馬区教育委員会教育目標 ○期待される生徒像
教育目標に示されている 4 つの目標が達成できる生徒

等 を目指す。

学校経営計画（学力向上に関わる具体的な指針）

・生徒の主体的、対話的で深い学びを実現させる授業改善を行い、生徒と共に教師も考え、意見交換する中で、言語活動を充実させるとともに、思考力

・判断力・表現力を伸ばす。また、ＩＣＴ機器特にタブレット端末を効果的に活用して、授業改善を推進する。
・ＩＣＴを活用し、学力補充を充実させ、自ら学ぶ意欲を高める。定期的に家庭学習強化期間を設け、家庭学習の習慣を定着させる。
・「数学」、「英語」の少人数授業など、各教科が工夫して、個に応じた授業を計画、実践する。
・３観点の力が、均等に身につく授業を展開する。

各教科の指導の重点 本校における｛確かな学力｝の重点 道徳教育の指導の重点
・年度当初や単元ごとに、具体的に ・道徳的判断力、道徳的心情、道徳的実践意欲
評価の方法を説明し、指導計画と 本校では学習指導要領に示された基礎・ と態度を養う。
評価計画の一体化を推進する。 基本を重視し、次の力を育成する。 ・豊かな広い心を養い、人間としての生き方に

・３観点とも均等に身につくように ついて自ら考え、自ら語れる生徒を育成する。
授業改善を行う。 ○確かな学力を身に付けるための ・豊かな人間関係の在り方を考えて行動する態

・学ぶ楽しさや成就感を実感させる。 「読み」「書き」「算」の力。 度を育成する。
・生徒の実態に即した授業を実施す ○課題に対し主体的に判断し、問題をよ ・進んで協力する心や社会に貢献していく態度
る。 りよく解決できる力。 を養う。

・少人数授業、および授業研究を通 ○習得した知識を活用する力 ・家庭・学校・地域社会が一体となった道徳教
して指導法の工夫・改善を図る。 育を推進する。

知識･理解･技能
思考力

「

「基礎・基本」 特別活動の指導の重点
総合的な学習の指導の重点 判断力 確 学習指導要領に ・集団の一員としての自覚を高める。

・職場体験活動などの社会体験や、 表現力 か 示された目標等 ・学級活動では、相互に助け合い、認め合う人
見学や調査、討論や発表などの学 学ぶ意欲 な を達成する力 間関係をつくり、集団や社会への適応を図る。
習活動、課題解決的な学習を積極 学 「読み」 ・生徒会活動を通して、学校生活を向上させる
的に取り入れ、教育計画に明確に 力 「書き」 ための自主的・自律的な態度を養う。また、
位置付ける。

」

「算」 地域の人たちとの交流を深めながら奉仕的な
・個人やグループ等の学習形態や学 活動に取り組ませ、社会の一員としての自覚
習環境、地域の人々との連携のあ を高める。
り方、地域の教材や人材等の活用 ※「基礎・基本」を学習指導要領に示さ ・学校行事において、協調の精神を育てる。ま
などについて工夫する。 れた目標等を達成する力と定義する。 た、社会貢献の精神を養う。

生活指導の指導の重点 キャリア教育の指導の重点
・心の教育を推進する。 ・「キャリア・パスポート」を活用し、計画的な進路指導を行い、
・人と人との心が響き合う学校を目指す。 主体的に進路を選択できる能力と勤労観・職業観を身に付けさ
・生徒理解に努めるとともに、スクールカウンセラ せる。
ーや心のふれあい相談員、学校生活支援員と連携 ・地域社会および関係諸機関と連携した体験的学習を重視し、将
して相談・支援活動を充実し、悩みや不安を自分 来必要とされる能力向上のための学習意欲を高める。
自身で解決できる生徒の育成を図る。 ・キャリア教育の充実のための体験学習を重視し、生徒一人一人

の特性に合わせた社会性を育む学習を推進する。

本校の授業改善に向けた視点
指導内容・指導方法の工夫 教育課程編成上の 校内における 評価活動の工夫 家庭や地域社会との 小中一貫教育

工夫 研究や研修の工夫 連携と工夫 の視点
○主体的・対話的で深い学 ○家庭学習強化月間 ○新学習指導要領に ○確かな学力を身に ○学校公開、授業参 ○目指す１５歳の
びを実現させる授業改善 を設け、家庭学習 即した適正な評価 付けさせるため 観の実施 姿の具体化に向

○言語活動の充実 の習慣の定着 ・評定について校 の、指導と評価の ○地域行事への参加 けた取組
○１時間ごとの学習の「め ○朝読書の充実と落 内研修と授業の実 一体化 ○地域の伝統文化の ○小学校への出前
あて」を明確にした学習 ち着いた学習環境 施 ○生徒による授業評 学習 授業、夏季休業
活動の展開 の確立 ○各教科におけるＩ 価アンケートの実 ○地域人材を活用し 中のリトルティ

○「数学」、「英語」の少人 ○長期休業中や定期 ＣＴ活用の効果的 施 た体験学習の実施 ーチャーの実施
数授業など、各教科が工 考査前、放課後等 な活用について研 ○より信頼度の高い ○学校だよりやＨＰ ○校区別協議会で
夫した、個に応じた授業 を利用した補充学 修 評価・評定にする を活用した情報公 の教科分科会の
の計画、実践 習の充実 ○配慮を要する生徒 ための検証・点検 開の工夫 実施

○ＩＣＴ機器の活用等の工 の情報を共有し、 作業の実施 ○学校評価アンケー
夫と改善（数学科、英語 基本的な学習習慣 ○生徒の自己評価、 トの実施
科でのデジタル教科書の の定着を図り、一 学力調査の結果な
活用） 人一人の個性や能 どを生かし、生徒

○授業規律を徹底した学習 力を伸ばす指導法 の学習状況の客観
活動の展開 の研修 的な把握

授業改善策の検証方法
全国・都・区の学力調査、定期考査、生徒・保護者アンケート、学校関係者評価、生徒観察を基に、教科部会で改善策を検証する。

学校番号 ９ 学校名 練馬区立北町中学校


